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窄F吊として作り出すという新しい概念に基づいている．  

本稿執筆時の最新バージョンは 1．i．2で，ⅦTin〔io＼、′SやL妄nux  

」二で動作するほか】視／Hまノ〕版ではあるがi）DAや携帯電  

話用のフレハームワークも公開されている．このフレーーム  

ワーークはSOBAプロジェクトによって研究開発されてお  

り，「産（N「上1Tコムウェア，オムロン，他）」，r学（京都  

大学，守備泄人干，他） 官（文部科ノ、；ご：省】他）」の産  

半官体制で推進されている．図1にW壷doⅥ★XP ヒで  

SOIうAを実行したときのスクリーンショットをホす．  

参加者リスト チャット 共有空間  

1． はじめに   

近年，Al）SLや〔二Al「Vなどの高速広帯明締）ネットワー  

ケ窮境が普及してきたもげ）♂〕，インター【ネットの主な用  

途は依然として電子メし一ルやⅥTWWが中心である．動向  

ストリーミングやテレビ会議アプリケーションも増えて  

いるが，高速広帯域な特長を清かした新たな用途キ協働  

環境を隼み山すには至らず，回線能力を十分に清≠する  

アプリケ」→ションを模索している状況にある．その上う  

か卜で今後期待されるアプリケーションのひとつとして  

電子行政サし一ビスや竃了政府，竃子白滝冊00）構想が【工1の  

c－Japan酬各などで掲げられている．   

ゝ当県においても，ぅF成14年度〝）【人分県科ノ、アニ技術振興  

指針一で，′情報技術の活用に上る新技術町創山」や「ブ  

ロードバンド。サービス♂バ千及促進」がノ†後泊り組むべ  

き施策とされている．また，大分県産業科学技術センタ  

ーでは，ホー“ムページから♂〕技術相談受けつけやメール  

ニュ」一スによるお知らせのほか，木材塗装什上げDBや  

竹製品 DB，鋳造頗析支援ネットワークシステムの構築  

など，ネットワ」－クに上る県内企業への情報発信や技術  

支援を尖施Lている．さらに 叫」斯業務計画 では，情  

裡通信分野を重ノ克技術分野と位置づけ，エビキタス社会  

に「】‡りけたネットワ、一ク技術を中ノL、に，必要とする情報を  

適切に提供する紬夏コンビニ1－－ナイング技術，誰もが情  

軋創言社会び〕恩恵をうけることができるヒュ・一マンイン  

タフユー1ス技術〝）研究開発を推進するにとにしている．   

本研究て㌧∴ ネットワ」一クを利用した企業支援の新た  

な取組みとして，高速広措」或なネットワー、ク環境「豊の  

匡レ＼イバー一ネットワー「ク」】オー∴7′ンソ」一スジ）コミュニケ  

ー㌧十コンツーール soBA一 を利川しノた【技術開発コラボ  

レー∴ノコンシステム〝〕構築を「j標とする．  

2．SO壬うAプレコムワーク1〕   

2．t SOr主AプレⅦムワークの概要   

SOBA（ソ」．／ミ，Session（）rientedBl▲（〕adbandApplications）  

フレームワークは救1吊申）ブtl－ドバンドコミュニケー、  

シシ丁ンを′長現するフレームワーークで ，インターネットF  

に rコミュニケし一ションの 」湯 を仮想的か／つ軌的な共有  

ホワイトボード  

アプリリスト  

図ISORAフレームワ、一クの尖子J〈例  

2．2 特長   

SOBAフレーームツー【クにはネットワ、一クトでニ「ミュニ  

ケ、一ションを子J∴うた裾′こ，以卜のような特長がある．  

1） インターネットトに仮想的なコミュニケーショ  

ンの畳（共有空間）」を作成できる   

2） 共看一空間を動的に変化（三上戌，統合，分割）でき  

る   

3＝し有竿「Fり内において静宜」メディア（ファイルや画  

像ノプ‡）や動的メディア（勤両や音声等）を取り扱  

える   

4） 共丞▲空間拙こおいてアプリケーンコンを共イ寸▲し，  

複数のユし一ザが同時にデー→タ編集芳郎操作をキ」二な  

える   

5） S（〕BAフレームワーク什困は画面こ依存しない   

6） 高度〔ノ）馴憫1識をど妄）たないユし一ザでも，希守丹）ア  

プリケー→ションを開発できるインフラを提供する  

1∃   



7） ユーザ毎に異なるユーザ、一インタ、一フ ェイヌを持  

つアプリケーションをノ杏鋸こ作成できる   

2．コ  ツールアプリケーション   

SORAではチャットなどぴ）訂L川的なアプリケし一ション  

がはじめから川音されており，フレームワークをインス  

トー几ルするだけですぐに利川できる．川意されているツ  

ーールアプリケーションを表1にホす．  

表1ツーールアブリケーーション  

に了」二なうことネ了【用キし／ている．本システムル概要を図2  

にノ」ヾ－仁 ネットワー「クトに生成Lた仮想空粧こおいて，  

f巨業ヘリ）技術支援や張朝≠談，大学等と♂〕共同瑚二究を行  

なうには以「り刃掛値が必要である．   

⑳ 企業や大学，、Jlセンター聞におい－ご，ネットワー  

ク仁での協働作業を叶能とする共イ！▲空間   

⑳  音声や動画，画像，テキストなど複数メディア を  

利用する双ノノ向コミュニケーーシ三了ン   

◎  共同研二究を行なううえで必要となるユーーザ■アプ  

リケし一ションが開発可儲であること   

3．2  S（）BAによるシステムの構築   

本ンステムげ）ようにコ 企業や大！、ミ∫二，当センターーで利川  

するには、特定：げ）メー〔カや製品甲OSなどに依存しない  

ニヒが望ましい．また，必要に応じてソースの改是がF】r  

能であること，そしてコスト直などからオ、′一フンソース■  

ツし一ルの採用が重要である．SO11Aフレームワ＼→クはオ  

ー∴ブンソーースであることや，あらかじめ用意されている  

ツ・一ルアプリケし一ンコンに上って必要とする機能を満た  

すことから本システムの実業に採用した． また，口本詔  

に上ろメニューー行普及には重要である．本作度は【電源  

立地地域対策交付金により研究開発環境を整備すると  

とど主）に，システムの機籠什様に／〕いて検討した．圭た  

SOlうAプしヱジュクトの担、Jl／占▲を抑楷し 本ンステムぴ）実  

現可能性，開発にあたっての留意事項や注意ノ1う、などにつ  

いて議論した．そしノて，提案するシステムがSO月Aを利  

川して尖現可能であることなどを確認した．  

いソール名  

（二hat   チャット   

MedjaPiaycr   音声や映像のメディアファイルを  

極う   

∃lミcsourccExplol－Cr  各種ファイルを扱う   

ResourccManagcr  オーディオやビデオデバイスなど  

の各種リソし→スの閲覧  

S〔）bachi   ネットワ」－クゲー→ムのサンプル 】   

Voicc   音声コミュニケし→ション   

Ⅵ〕iccandVideo  映像と音声を頃り扱う   

Ⅵ′hitc土うoard   ホワイトボ」→ト  

3。 技術開発コラボレ山ションシステム   

3．1 概要   

従来，企業から技術相談を受けるに圭㍍享：請やFA乳電  

j′｛メールなどヴ）連絡干上貨や，企業頼当者とセンター「職員  

が顔をあわせて相談することが 一般的である．しかし，  

′電話等では言葉や丈一子二だけで説明や応答することから，  

図面や写真を併用する場合と比べてコミュニケ〕一ンコン  

が不足する可能性がある．一力，尖際に顔をあわせて相  

談すな似合，前者⊥りもコミュニケ＼－ション掟筋廿Lるも  

のの，通び拍ト＝利鞘勺な制約があ畑 いつでも気軽に相  

談するということが難しくなろ．   

導人する技術開発コラボレーーションシステムでは，ネ  

ットワー ク繹山で前屈」な情鞘（ファイルや画像）や動的  

なJ「㌃裡（動画や音ノ重ノ）を用いた二トミュニケ、一ションに上  

ってこれら〝〕弧董を解決し，技術相談や共rr川†二光を∃ナ滑  

4． まとめ   

企業や人学と当センターーがインタ」－ネット」二の仮想的  

な共イナ空間において∴軌軒畑㍉㌻，テキストなどの情報  

を共有Lながら双1汗－Jのコミュニケーーション環墳を尖現  

するた裾こ，技術開発二了ラボレーーションシステムに／）い  

て鹸討した．本システムf二土，地ノノ▲公設試験研究機問にお  

ける電子行政サ＼一ビス推進び〕一」ち‡でありフ 新たな技術支  

援システムの試みである。   

今後は本ンステムの運用宣1－▲急に開始するた碕，豊の  

国ハイパーネットワークを通じて外部のネットワークと  

接続可能となるょう中絹サーーバノ甘即環」‡▲こ整備が必空であ  

る．去た  一般ユーーザが簡単に木システムを利川ナるた  

めのツー「ル等についてレ倹討を行ない，リセンタ」一にお  

ける企業支援干」二二法げ）ひとつと位牒／づけて実証尖験を行な  

う予定である．  

参考  

・－こ   

インターネット  
‘ センタ【  

図2 技術開発コラボレーシ1ンシステムの概要  
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